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産 婦 人 科 領 域 の 感 染 症 に対 す るbiapenemの 臨 床 効 果

坂倉 啓 一 ・岩 田嘉 行

川崎市立川崎病院産婦 人科*

Biapenem (BIPM)を 産婦人科感染症 の症例 に対 し,1回300mg, 1日2回,7ま たは7.5日 間投

与 し次の結果 を得 た。

1) 産褥子宮 内感染1例,卵 管炎1例,卵 巣膿瘍1例,骨 盤腹膜炎3例 に対す る臨床的効 果は

著効4例,有 効2例 であった。

2) 細菌学 的効果 では3例 に菌 が検 出され,全 例において菌が消失 した。

本剤 に起 因する 自他覚副 作用はな く,臨 床検査値異常 も認め られなか った。
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Biapenem (BIPM)は 日本 レダ リー株 式会社 で開発 ・合

成 され た注射 用 カルバペ ネ ム系抗 生物 質で あ る1)。 本

剤 はデハ イ ドロペ プチダ ーゼ ー1に 安 定 であ り,か つ 中

枢神 経 に対す る毒 性が極 め て低 い製 剤 であ る1)。

今 回,BIPMの 産婦 人科領 域 におけ る臨床効 果につ い

て検 討 したの で,そ の結果 を報告 す る。

対象 は平成4年10月 よ り平成5年2月 までの間に川崎

市立 川崎病 院産 婦 人科 を受 診 した産 婦 人科感 染症 患者

6名 で,年 齢 は19歳 か ら49歳 で あっ た。感 染症 の内訳

は産褥子 宮内感 染1例,卵 管炎1例,卵 巣膿瘍1例 お よ

び骨盤腹 膜炎3例 であ った。 投与方 法1回300mgを1日

2回,生 理 食塩水100m1ま たは5%ブ ドウ糖液500mlに 溶

解 し,30分 または60分 かけて点 滴静注 した。 投与 日数

は7日 または7.5日 で,総 投 与量 は4.2gま たは4.5gで あ

った。

臨床効 果 は,自 他覚 的症状 の 消失,臨 床 検査成績の

推移 か ら総 合 的に判 定 し,主 要 自他覚 的症状,検 査所

見が3日 以 内に著 し く改善 し治癒 した場 合 を著効,症 状

が3日 以 内に改善の傾 向 を示 し,そ の後治癒 した場 合を

有効,症 状が3日 経過 して も改善 されない場合は無効 と

した。

細 菌学 的効果 は,起 炎菌の消 長か ら消失,減 少,不

変,菌 交代 または判 定不 能 に判 定 した。

Table 1に 症例 の一覧 を示 した。

Table 1-1. Clinical efficacy of biapenem
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Table 1-2. Clinical efficacy of biapenem

Table 2. Laboratory findings before and after administration of biapenem

-: Abnormal value

産褥子宮 内感染,卵 管 炎の各1例 は 自他覚 的症 状お よ

び臨床検 査値 の改善 よ り有効 とした。卵巣 膿瘍の1例 お

よび骨盤腹膜炎 の3例 はすべて著効 であ り,合 計す る と

著効4例,有 効2例 で あ った。

本剤使 用 前 に検 体 が採 取,菌 が検 出 で きたの は産 褥

子宮内感染 にPreyotella bivia,骨 盤腹 膜炎の2例 にStaph-

ylococcus epidermidisお よびStreptococcus pyogenesの 計3

株が検出され,い ずれも消失した。なお,卵 管炎およ

び骨盤腹膜炎の各1例 は菌が検出されたものの検体採取

部位が不適切と考えられたため,細 菌学的効果は不明

とせざるを得なかった。

投与を中止させるような臨床上の副作用,お よび投

与前後における臨床検査値の異常変動は認められなか

った(Table 2)。
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近年 の産婦 人科 的感藻 症 か らは,好 気性,嫌 気性 の

グラム陽性菌,陰 性 菌 な ど多菌種 が 複数 で検 出 され る

こ とが 認め られ て い る。

本剤 は グラム陽性 菌に はImipenem/Cilastatinに 匹敵 す

る抗菌 力 を有 し,グ ラム陰性 菌 にはIPMよ りや や強 く,

IPM同 様広範 な抗菌 スペ ク トラム を有 してい ることか

ら1),産 婦 人科領域 の感染症 に対 して有用 な抗菌 剤 と

なる こ とが期 待 され る。

今 回,我 々 が行 った結 果か らも1回300mg, 1日2回

の投与 で満 足 な結果 が得 られ る薬剤 で あ る と考 え られ

た。
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Clinical evaluation of biapenem for gynecological infections
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Biapenem (BIPM), a new carbapenem antibiotic, was administered to 6 patients with gynecological

infections at a unit dose of 300mg, two times a day, for 7 or 7.5 days.

The following results were obtained.

1) BIPM was effective in all 6 case, including 1 of postpuerperal intrauterine infection, 1 of

salpingitis, 1 of ovarian abscess, 3 of pelvic peritonitis.

2) Evaluation of bacteriological efficacy: Bacteria were detected in 3 cases and they were

eliminated in all cases.

3) Neither side effects nor abnormal laboratory findings responsible for this drug were observed.


